
6138Aスピ_ドタイマー(釧 SP→ 1970. 7

1)fEL 様

機 械 落 径

機 械 厚 ミ

テ ン プ 振 動 数

27.00mm

7.90mm

21,600匡]/日寺

自動 巻 (手巻 装 置付 )

カ レン ダー (日 イ寸、 曜 日、 曜 文 字 不日英 切

換機 構 、 日・ 曜 回転 式 早 修 正 装 置 付 )

ク ロ ノ ク
゛
ラ フ (秒針 、 日寺針 12日寺間 計 、 `0

金+30グ〉言十 、不貞ξ肇)

2)特  長

画 期 的 な ク ロ ノ グ ラ フ

●使 いや す い本格 的 な ク ロ ノ グ ラ フ装 置

●発イ亭言呉瑳ヨの な い セ イ コーー

`虫

自の クラ ンチ

機 構

●簡 単 な構 造 と安 定 したマ ジ

式 の 自動 巻

●簡 単 な操 作 の リュ ウ ズ回転 式 日・曜 早 修

IE装 置

●女子み に よ っ て使 い分 け られ る不日英 文 行i tJ」

換 装 置

●す ぐ計 時 に役 立 つ 手 巻 装 置

●機 能 豊 富 な外装

3)分 解 ・ 組 立

分解は図の番号①・→① の順序に分解 して くだ

さ い。

スロ立 は 図 の 番 号 ① ― ① の 順 序 に組 立 て て くだ

さ し、

従 来 の 時 計 と比 べ て 自動 巻 機 構 の 取 付 け が 異

な り ま す 。

ク ロ ノ グ ラ フ 調 整 と針 付 作 業 の た め 自動 巻 機

構 は金l lN」 き ム ー ブ メ ン トを ケ ー ス に セ ン トし

た 後 お こ な い ま す 。

4)注  油

l濶 中 で 次 の 記 号 は 油 の種 類 、 量 、 注 油 個 所 を

不 し ま す 。

種 類        注 油 量

"_ビ
ス A       

―
多 め に

0セ イ コー ウ ォ ッチ油 S-4 -標 準 量

‐ 極 く少 量

こ れ 以 外 の ,由 を使 用 す るイ国所 は 別 に 示 し て あ

り ま す の で 、確 実 に注 油 して くだ さ い。

(注 )指示 の な いイ田所 に は 注 油 の 必 要 が あ り ま

せ ん。

● 印 の 個 所 に は 絶 対 に 注 油 しな い て くだ さ い .

5)そ の 他

調 整 項 日 な ど で 6139Aと 同 じ内 容 の もの は 、

6139Aを ご参 照 くだ さ い。

J\-)t )- |
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6138A自 動巻 1機構

裏 ブ タ

《Ξ〉伝ェ車

⑩

中 枠

ネ シ (2本 )

③回転錘止ネジー

(三〉回転錘

①漱理
0解時の注つ

①

伝 工 受

①マンンク~
①レー案内一―
0立時の注意)77た 1:T[」 卑「4=「

伝 工 受 と レバ ー 案 内③ で マ

ジ ッ ク レバ ー ⑦ を は さ ん で

糸者に は ず して くだ さ い。 ≒
）

ぺ
＾

―
マ ジ ック レバ ー の 組 み 込 み は 偏 ′し、ビ

ン に 注 油 し て か ら先 に伝 工 受 に組 み

込 み 図 -2の よ う に伝 工 受 と一 緒 に

ム ー プ メ ン トに セ /卜 し ま す 。(マ ジ

ッ ク レバ ー は 油 に よ っ て 伝 工 受 に 定

着 さ れ て い ま す 。)

こ の と き伝 工 車 の 歯 とマ ジ ンク レバ

ー を噛 合 わ せ て くだ さ い。

第 ニ ボ タ ン

(図 ―-2)
ピ ンの頭 に油 が

_―‐~の らな い こ と

(図 -3)

0解組立時の注D
中枠 の出 し入れ はポタ ン〇 を押 しなが ら

お こなって ください。
機 械 固 定 バ ネ

Ｆ
〃

(分解時あ雇賽 暴蘇lli[児∫'

⑫リュウ対寸姜――――

文字板 、 針イ寸き

ムー プ メン ト

_θ
歩 膨 鶉 卸

第 一 ボ タ ン

外装 部の構 造

―― ガ ラ ス 縁

(タ キ メ ー タ付 )

ダ イ ヤ ル リ ン ク

文 字 板 受 リン ク

'-rti t > ':4.

ボ タンパ ソキ ン
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6138A カ レン グー機 構

∞
く秒 針 、 ク ロ ノ グ ラ フ分 針 、 ク ロ ノ グ ラ フ

時 針 の 取付 け方 〉

① まず復 針 をお こ な い針 をO位 置 に 合 わせ

て 、軽 く押 し込 ん で くだ さい。

② 次 に再 度 復 針 をお こ な っ て 、 O位 置 を点

検 し、 ズ レて い る場 合 は 、復 針 レバ ー を

押 した ま まで針 を回 転 させ 修 iEし て くだ

さ い。 イЦし ク ロ ノ グ ラフ時 針 の復 針 伝 達

レバ ー は 、 バ ネ性 を もっ て い ます か ら、

復 針 ボ タ ン を手甲した ま ま で は復 針 伝 達 レ
バ ー が タ ワ ミ針 は 回 転 い た しませ んの で

ク ロ ツ ク・ラ フロ寺針 につ い て は 0位 置
`二

合

せ る よ うに取 付 け な お して くだ さ い。

③ O位置が合ったところで完全に押 し込ん
で 〈ださい。

不少針 車由
`ま

、 左 図 う́よ う ↓
=

カ ッ ト し て あ り ま す の で

完 全 に 押 し込 ん で か ら秒

針 を 回 転 す る と針 ユ ル ミ

の 原 因 に な り ま す 。

な お SEIKOで は 、ょ り簡 単 に 針 取 付 ιナ作 業

が 出 来 る 機 れktt S-500を 発 売 し て isり ま う
｀

の で ご 利 用 く だ さ い .

レバー押シ溝

巻真ニケ溝

(注 )6138Aに ご使 用 の場 合 、機 械 がや や 浮

き ます が jHIえ な が ら ご使 用 くだ さ い。 グボ

を肖けっ た り します と6139A`二 は ごイ吏用 で き

な くな ります。

¨
―忠針o

イ夏金卜の 祭 に は 、 不少針 車山を  方 占]

に 押 え ま す の で 、 分 針 ・ T1/針 の

間 が 若
「

変 化 い た し ま す 。 し た

が っ て 分 針 と 不少針 の ス キ マ は ―一

舟々 の 時 計 に く FDべ て 多 く と っ て針を聯けてくだ
L針①

「
寺金|

~ク ロノグラフ分金†

ク ロノグラフ時針

名 /θ /11、

|

＼

が 撼
＼、

彗
ヾ

n■ ■

、―)`

―

＼＼~曜 修正伝♯止ネジ

文字督(2)

④

④

日 車 押 工 止 ネ ジ ー ーー

日 車 才甲エ

ー

ーー ー

―

④

④

④

②

日 卓 押 工 の 取 リイJけ 、 取 り

は ず し の キ ク ロ ノ グ ラ フ 時

会1車由 (※ 2)を 折 ら な い よ

①:』 1■三二__/
①調躍制"ヽ

一―――一/`

(2)日
送 車 止 ネ ジ

①―曜送ツー

①』送ツメーー~~/`

1,正 伝 工 車

＼ど 11lif
曜 躍 制 レ バ ー

をま わ し|」 転

L.て くだ ■ い

止 ネ ジ (3本 )

Q 日露‖#‖メlレ ツヾ ――σぅ)kィ iけ 、 Tι
りは す しの 1祭 、 クロ ツ ク ラ
フ分 針 軸 (※ 1)を 折 らな い

よ う
`ニ

ゴ注 意 くだ さ い。

黛 ■ |
こK

´

①

①

①

文字″ガ■を曲げ た りしまう
｀
と、

文 字板 の中′し、穴 、 クロ ′グラフ

＼
になります

.λ

7■を量尭藝
b

修 正 伝 工 車

―① 日翼1多 正 ィ云 [工 l■ σう車山に
`ま

糸色

対
`こ

注 油 しな い で くた さ

しヽ ●
② 日程修 l「 伝 工 車 の 組 込 み 後

先 の や わ ら か い 細 筆 で 日程

聾

①』送車―――丁~/
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6138A ク ロ ノ グ ラ フ機 構 脱 進 調 速 機 構

フ鍵

ニグ
'´

く― ジは6138Aク ).し 、〕歳16で す. 糸Flみ _11っ た ′、―

フ・イ ン ト1土 1分 ■検 調 オ各して くだ さ ■ヽ

時
iク ロ ノ グ ラ フ受 をセ ッ トし、 ア ン クル を組 む 前 に

点 検 す る事 項

① 発 j4f、 停 11の ザ ラ 具合 の 点 検
ザ ラ回 り ,t合 は ザ ラ戻 り しな くて も車

`〈
回転 す れ

ば結 構 です。 イtし この場 合 ム ー ブ メ ン トを表 イ貝りに

して Hキ ク ロ ′ グラ フ 車の 発 ill、 停 Iiが お こ な わ れ

て い るか も同 i寺 に :(検 して くだ さ い。

② 第一 、 第二 発イ亭 レバ ー の 高 さ位 置 の点 検

調 整 の 項 Ⅳ 参 照 (6139A-lo)

イ亭J卜 した 1祭 に 第
「

i発イ亨 レンヾ 一 と日寺発停 伝 エ ピ ンに

ス キマ が あ り、発 j上 した と きは 、 第二 発停 レバ ー

4__fl・ゃ t=1_」三ゴてf電 1言■
バ
「躾

て調 整 す る。 但 しこの場 合 第二 発停 レバ ー と クラ     |
ンチ リ ン グの ス キマ の 兼 合 い をみ な が らお こ な っ      |
て くだ さ い。                      ↑́、 |

2.テ ン プ組 み 込 み 後 点 検 す る事 項

① 分 躍 制 レバ ー 強 さ、
「

うさの 1'検

調 整 の項 II参 照 (6139A-8)

:lii:[51曇羊Iも、6触
/ィ11、  ま

¨

Ψ 計、 /~~

＼

ク ロ ノ

|「 。

ロ ノ グ

、 マ サ

■士/t。

グ ラ

ク ロ ノ ク
｀
ラ フ 受 の ホ ツ

｀
人 れ の 1祭 、 次 の

11に
注 意 し て く だ さ い 。

① 分 ク ロ ′ グ ラ フ 中 間 車 と分 ク ロ ツ グ

ラ フ 車 を
'歯

合 オフせ る 。

② 分 ク ロ ′ グ ラ フ 車 と分 躍 佑|」 レ

くい 合 わ せ る。

③ イ■,1規 lJ]レ ′ヾ ――とイ夏金「 レバ ―ヽ

くい 合 わ せ る .

図 -17を 参 照

復 針 レ バ ー

⊂董憂∋
動1//―バネ(D

バ ネの組 み 込 み は (6139A-5)
図 ―を却 貫、バ ネの 中心 部 は
―番 受 の受 足 に合 わせ て完

全 に押 し込 ん て くだ さい。

第 一 発 停 レバ ー ネ ジ

――――クロノグラフ受(D

―

第 一 発 停 レ バ ー

_一 分 躍 制 レ バ ー

⊂亜亜憂DっピI卍五1,曹 tカドみ亀縞し;ミ

=λi調 整 の 場 介 の み Ilか し て く だ さ ぃ 。

クロノグラフ受ネジて鋼う@

江
④
④
④

＼ 5
(復針 規 制 レ バ ー )

③
耳芸言i:〕

貪![f諄 ;』野 f」 ピンとのスキマ、 作
°

/´

///  L=tマ
(分 ク ロ ノ グ ラ フ 中 間

余轟墓
咆

し

'誉

れ
'住
動昇写ヒ

髯
… ¨~  _― _■

麺匡亘互
=∋

バネの組み込みは(6138A-7)
―

― ――――――― 
―

――
復 針 レ バ ー バ ネ

不』ガ蒼

'II二

鷹ttt■]、T伝
エピづl霞簿 ―――――――――――― ―

 一 分 ク ロ ノ グ ラ フ車

7:<7q +,r(24)-/

ミ

＼

④

①

6テンプテーーーー/

●第  発 1亨 レノ` ― の 車由Ft f扁 ′し、卓由に な って しヽ ま

すの で調 F/・ 以 外 の 日、卜に は 回 転 さ せ な い で く

だ さ い。
●発イ亭 レ ′ヾ  ク)蒋1み j△ み (■

`さ

i■ )́月え態 ‐メ,■

な い νЧ番 車 をlit傷 させ な い て くだ さい .

t――停"―ェネジ①

時 ク ロノ

＼~― ― 第二発停"―①

｀
テ ンプ

ガンギ車

プ

ク

ク

ク

ン

ン

ン

ン

テ

ア

ア

ァ

①
①
①
①

´́́́´́て
/́´

~´

輪 列 の 力 の 伝 達

一 一 ク ロ ノ グラ フ機 構 発進 H寺 の 力 の伝 達

― ― ク ロ ノ グラ フ機 構 停 I卜 時 の 力 の伝 達

分 ・秒 ク ロ ノ グラ フ は 、 ク ラ ッチ音Fの ′卜動 に よ り1冷 列 と

フ の両 方 (発進 時 )・ 輪 列 の み (イ亭 I卜 時 )に 力 がイ云達 され ま

日寺ク ロ ノ ク
｀
ラ フ は 、 発進 日寺に は香 箱―→マ サ ツバ ネー→日寺ク

伝 工車→ 時 ク ロ ノ グ ラフ車 と力 が伝 達 され 、停 止 時 に は

ネが ス リ ンプ して時 ク ロ ノ グ ラ フ車 に は 力 が伝 達 され ま 分 クロノ

グラフ伝 工童 分 遠皇ツ メ

図 -6

州帝
ゝ
~製帯

l(第黒二ヾ→

IIIキ」

(分 ク≦

'メ

撃戦癖導詣峯 Qヽ3

f乳後甲ぐ識́ノ́
t.irjii.ifr t./!t1<- \lt-
ください。    図 -5

車摯クロノ
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6138A 輪 タリ

―作 動 カ ム は 、切 粉 防 止 の た

め一 番 受 を確Elむ 前 に ‐番受

に取 り付 け て くだ さ い。

作 動 カ ム 止 ネ ジ

作 動 カ ム

作 動 カ ム 座

(復 針 伝 達 レ バ ー )

(作動 カ ム バ ネ )

作 動 レバ ー 、復 針 伝 達 レバ ー 、

作 動 カ ムバ ネ 、二 番 九 穴伝 工車

九 穴 卓 は 、一 番受 に打 ち込 ん で

あ ります。

四 番 車 の 注 油

6139Aと 同様 に四 番 カナ と秒 針

軸 との ス キマ に メー ビ ス Aを 注

油 して くだ さい。

作動 力 ′、バ ネに

くい合 わせ な が

らセ ン トして く

だ さ 。、

 ノ

(作動 レ バ ー )

角 穴 ネ ジ ー

角 穴 車 ―

一 番 受 ネ ジ (3本 )

● 番受 の取 り付 け取 りは ず しは作 動 カ
ム を糸Πん だ状 態 で お こ な っ て くだ さい

●一 番 受 の取 り付 け取 りは ず しの際 は四

⑦

①

①

①

―――――――秒 ク ロノグラフ車―
(二)

ガ ン ギ 車 ―

香 箱 車

●香箱 の蓋 に は下 図 の二 部 品 が セ

ントされ て い ます。 ゼ ンマ イ交

換 、洗 浄 な どの 1祭 に 、 は ず す 必

要 は あ りませ ん。

①

①

(時 ク ロ ノ グ ラ フ マ サ ッ バ ネ )

(時 ク ロ ノ グ ラ フ伝 ェ 車 )

(時 ク ロ ン グ ラ フ伝 ェ 車 押 工 )

(二番 丸 穴 伝 工 車 )

1 3テ TIttξ [暮ヱIIこ li[キンTぞ
丸難一〇

摯
´OO

(丸穴 車 )

図 -7

-6138A-5-



6138A時クロノグラフ機構
―カ レ ン ダ ー 裏 板 ネ ジ (3本 )

∞
裏 llRネ ジ を 締 め イ」け 後 、 時 復 針 伝

エ レバ ー の (※ 1)印 の 部 分 を 押 し

て 、 各 レ バ ー が 円 滑 に 作 動 す る か

点 検 し て く だ さ い 。(不調 の 原 因 と

し て は 組 み 込 み 不 良 、 新 し い レバ

ー に 交 換 し た 場 合 は レバ ー の ソ リ

な ど が 考 え ら れ ま す 。)

カ レンダー裏板

…カ レ ングー 裏 板 の 取 り付 け 、取 り

は ず しの 祭 、 時 針 車由(※ 2)を 折 っ

た りまげ た り しな い よ うに ご注 意

くだ さい .

い
カ レンダー 事 板 を組 み込 む際 に は

時 針 車由の ホ ゾ 入 れ と筒 車 と中 間

車 の噛 み 合 い状 態 を確 認 して くだ

さ い。 な お時 復針 伝 達 レバ ー が外

周側 に とび 出 して い ます とカ レン

ダー 裏 llKが 組 み 込 め ませ んの で必

ず 中心 lalに 押 しカ レン ダー裏 llxを

FRみ 込 ん で くだ さ い。

時発停 レバ ーバ ネー ー ー  ー ーー

田 平時あ

=⊃① 時 発停 レバ ー 軸 は (図 -8)の よ

うに な っ て い ます の でバ ネ をは ず

す と きは バ ネ をや や タ ワ ませ て 、

取 りはず して くだ さ い。

時 発 停 伝 エ レバ ー

発 停 レ バ ー

図 -8

② 時 発 停 レバ ー バ ネ 軸 は 偏 ′し、ピ ン

に な っ て ,ヽ ます 。ネ ジ で は あ り ま せ

ん の で 回 わ さ な い で く だ さ い 。 も

し 回 わ し て し ま っ た 場 合 は 必 ず 偏

心 ピ ン の 1馨 (矢 印 )が日寺 ク ロ ノ グ ラ

フ 車 の 中 ′し、を 向 く よ う に 修 正 し て

く だ さ い 。 修 正 は 図 -9の 左 図 の

よ う に バ ネ が 強 く な る 方 向 に お こ

な っ て く だ さ い 。

図 -9

時 発 停 レ バ J
バ ‐

r車由

② 時 発 停 伝 エ レ バ ー と の 噛 み 合 わ せ

時 復 針 レ バ ー ピ ン#

|     ~ t`

目寺資,イ亭 レバ ー バ ネ車由は

時 復 針 伝 達 レバ ー

地 板

||

①
①
①

時発停イ云エ レバー  ー
ー

ーーー」

時発停 レバ ー ー

ー

‐

時 クロノグラフ車
―

―時 ク ロ ノ グ ラ フ卓 の 取 り扱

はヨミt蓬二、く電ξアよ
｀
1/

⑩立時の注つ
カナ を 11に して組 み込 ん て

くだ さ い。

筒 カ ナ
(≡)

｀`
 `日寺′夏£十1表 主圭 レバ ーー車由は fFl tヽ ピ ン で

す の で 同 わ さ な い で く だ さ い 。 も

(図―10参照)と讐基島月上勇基t(11冒二:°

Ｏ

①

④

偏 ′し、ピ ンで す の で 回 わ

さ な い で くだ さ い。 も

し回 ゎ して し ま っ た場

合 は図 -9を 参 照 の上

調 キたして くだ さ い。

・ ≠「
薙垂轟5壽復針17/―バネ(D

≠  ①l]街繁矢27嵩二lξ」基鰭〒
≠     ださぃ。

② 地 板 の偏 ′し、ピ ンιう部 う)`よ 困〒面 白勺

に 卜図 の よ うに な ります の で溝

部 に確 実 に セ フトして くだ さ い

時 復 針 レバ ー バ ネ

∞

① 時 復 針 伝 達 レバ ー の セ ァト位 置
は6138A-7図 -15を ご参 照 〈
だ さ い。 なお 、 断面 的 に は 卜1ビ 1

(レ|-10)の とお りで す。 偏 ′し、書6
に確 実 に セ ントして くだ さ い。

② 時 復 針 伝 達 レバ ー の偏 心 ピ ンは
回 わ さ な い で くだ さ い。 も し回
わ して しま っ た場 合 は偏 心 方 向
を下 図 (図 -11)の よ うに 合 わせ
て くだ さい。

時 発 停 伝 工

平 面 `→ 断 面

二 番 車

二 番 受

二ヽ

節伝達レバ①

偏 ′し、ビ ンの面 の大 き

い方 が 第ニ ボ タ ンの

方 向 を向 くよ うに修

正 して くだ さい。

―

時 復 針 レバ ー

時 復 針 レ バ ー の セ ッ ト位 置 は

6138A-7図 -17お よ び 下 記

① ② を ご 参 照 く だ さ い 。

① 時 復 針 レバ ー 軸 へ の セ ッ ト位 置

時 復 金十レ パ ー

時 復 針 レバ ー

図 ― 14

∈∋o8tO

二 番 受 ネ ジ
②籠―――

-6138A-6-



6138A ク ロノ グ ラ フ機 構 の 作 動

停  止

分 ・ 秒 ク ロ ノ グ ラ フ車 は 発 イ亭 レバ ー に

よ リ ク ラ ッチ が切 れ 停 [Lし ま す 。 時 ク

ロ ノ グ ラ フ車 は 日寺発 イ亭 レバ ー が 時 発 イ亭

レバ ー バ ネ の 力 に よ リブ レー キ を か け

て い る た め 香 箱 車 の 時 ク ロ ノ グ ラ フ マ

サ ツ バ ネ が ス リ ップ しイ亭■ に な り ま す 。

(図 -15)

発  進

分 ・ 秒 ク ロ ノ グ ラ フ車 は ク ラ ッチ が 入

り発 進 し ま す 。 同 時 に 第 二 発 停 レバ ー

が 時 発 停 伝 エ ピ ン を押 し、 時 発 停 伝 エ

レバ ー を→ の 方 向 に 回 転 させ 時 発 停 レ

バ ー バ ネ の 力 が 時 発 イ亭 レバ ー に伝 わ ら

な くな り、 時 ク ロ ノ グ ラ フ車 の ブ レー

キ が 解 除 さ れ 発 進 と な り ま す 。(図 -16)

復  針

① 分 ・ 秒 針 の 復 針

第 ニ ボ タ ン を押 す と力 は 復 金「伝 達 レバ

ー → 復 針 伝 エ レバ ー → 復 針 レバ ー と伝

え られ 復 針 レバ ー が 分 ・ 秒 ノヽ ― トカ ム

を 叩 き針 を 0位 置 に 復 針 し ま す 。

② 時 針 の 復 針

同 時 に 復 針 伝 達 レバ ー が 時 復 針 伝 達 レ

バ ーーを才甲し、 時 復 金トレノヾ ― に ヲリが 伝 え

られ ク ロ ノ グ ラ フ 時 針 も 0位 置 に 復 金[

し ま す 。 こ の 瞬 間 、 時 復 針 レバ ー ピ ン

に よ り時 復 針 伝 エ レバ ー が → 方 向 に 回

転 し時 ク ロ ノ グ ラ フ草 の ブ レー キ が 解

除 さ れ ま す 。 そ れ か ′〕第 ニ ボ タ ン を離

し ま す と再 びイ亭止 状 態 に 戻 り ま す 。

/

tr16\

分 ・ 秒 針 の 停 止 時 針 の 停 止

ンチ リング

発 停 レ バ ー

←

番 歯 車 (空 転 )

秒 金十車由(回転 し な い )

分 ・ 秒 針 の 発 進

←
―

時 針 の 発 進

/″ 時 発 停 レバ ー

停 レ パ _

分・ 秒 針 の 復 針

第 ニ ボ タ

復 針 伝 達 レ バ ー   時 復 針 レ バ ー ー

復 針 イ云エ レバ ー

9■飛呈驚I「 ンヾ
■.ギ

秒 /｀ ― トカム

〆ク
第ニボタン

復 針 伝 達 レバ ー

時 復 針 伝 達

時 針 の 復 針

_― ―
時 ハ ー トヵ ム

“

夏金十レ ノ

(図 -17)

復 針 安 全 機 構

この機 構 は復 釧 (第二 )ボ タ ンか らの

街 撃 か らム ー ブ メ ン トを守 るため に あ

りま
‐
す。 復 針 レノヾ 一 、 復 金1伝 コ=レ

バ ー

の 尾部 は 、発 進 中 は コ ラム の 外イ貝りに あ

り、 第ニ ボ タ ン を押 した時 、図 -18の

よ うに復 針 伝 エ レバ ー の Ft部 が 、作 動

方ム の コ ラム の 間 に逃 げ 、 力 が復 針 レ

バ ー か ら先 に伝 わ りませ ん。 一 方 時 復

針 レバ ー は その先 端 に あ る ピ ンが時 発

イ亭伝 エ レバ ー に 当 るの で動 き ませ ん。

この 日寺α)第二ニボ タ ンの作 動 量 は日寺復 針

イ云,三 レバ ーーの バ ネ′性 で吸収 します。 以

上 の作 動 が総 合 的 に働 い て安 全 作 用 を

t\/'- | )r r,

復 針 伝 エ レ バ ー

第 ニ ボ タ ン ヽ

復 針 レ バ ー

コ ラ ム )

／
／
　

メ
・

）ベ
ヘ

発 揮 し ま す 。 (図 -18)

-6138A-7二
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6138A切 換 機構

①様レー押エネジーーーー

3  -― ――― 切換車押工止ネシ①
―

D
切換車 を取 り付 け た状 態 で切 換 具 合 、

切換 車 の Jtt El」 ■:合 (1,ュ ゥ ズ 21支 日 )

の に検 を して くだ さ い。 な お この状

態 で は 切換 卓 がや や 浮 き ます の で軽

く押 え て お こ な っ て くだ さい。

t――――つ換車押工④

オ シ ド リ

Jヽ 鉄 レノヾ ― 才甲エ

カ ンヌキ押 エ

／
／

―
メ
´
／

⑫
① カ ンヌキ押 エーーーーーーー

~
―――――――一 カンヌ十①

オシ日①

①

Qカ
ンヌーーニー丁ヂ三~~

切換車 ――――

カ ン メ キ押 工 を組 み 込 ん だ

)́と で も切 換 車 を糸■み 込 む

こ とか
~で

き ます。

〇

ξ

)や

キチ=①

〇

〇

〇

〇

1鰤コ1______い ①

でオ甲して

＼

-6138A-8-



6138A ・切換 機 構

リュ ウズ 1段 目 (ゼ ンマ イ巻 )

九穴車 と二 番 丸穴伝 工車 は一 番受 に カンメ ら

れ て い ます。 丸穴伝 工車 は地板 に立 てた ピン

に軸受 され て い ます。

リュウズ 2段 目 (日・ 曜修正 )

①右回転→ 日付修正

リュ ウズ を右 回転 (時計 方 向 )す る と、修正

車 が 日車 lI11に 揺 動 し日車 と噛 み合 って 日付修

正 がお こなわれ ます。

力の伝達 は リュ ウズ→ ツヅ ミ車 )小 鉄車→ 修

正 車→ 日車 とな ります。

②左回転→曜修正

リュ ウズ を左 回転 (反 時計 方 向 )す る と、修

I車 が曜車イ則に揺動 し曜修正伝 工車 と噛 み合

って曜修正 がお こなわれ ます。

力 の伝達 は リュ ウ ズ→ ツヅ ミ車→ 小 鉄車→ 修

正 車→ 曜修正 伝 工車→ 曜車 とな ります。

リュウズ 3段 目(針合わせ )

オシ ドリの作動 によ り、切換車 が 日ノ裏車イ員」

に揺動 し、小鉄伝 工車が 日ノ裏車 と噛み合 っ

て針合わせがお こなわれ ます。 同時 に切換車

の動 きが揺動規制 レバーに伝 えられ、切換車

と揺動規 市||レ ノヾ―によ り、 修 IE車 は 日車 と曜

修I伝 工車の どちらとも噛み合 わない位置 に

な ります。

(修I彗ト

E曼 -22

晰
く
｀ヽ_

S
ジ

/

一日 ノ 裏 車

(小鉄 伝 ェ 車 )

切 換 車

/
揺 動 規 制 レバ ー

図 -24

丸 穴 伝 工 車

二 番 丸 穴 伝 工 車

角 穴 車 (香箱 )

-6138A-9-



Ⅳ 復 針 レバ ー とハ ー トフリム の 接 角虫

具 合 の 点 検 調 整

復 針 し た と き復 針 レバ ー の 規 I面 と秒 ′ヽ ― ト

カ ム の ス キ マ は な く、 分 ハ ー トカ ム との ス キ

マ 量
`ま

、 0.02mmが適 IEで す 。 ス キ マ が 多 す ぎ

る と針 が 0位 置 に 復 針 し ま せ ん。

点 検 個 所

実 1祭 に は ハ ー トカ ム と復 針 レバ ー の ス キ マ を

見 る こ と は 困 難 で す か ら、 復 針 状 態 で の 分 ク

ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 、 分 ク ロ ノ グ ラ フ車 の 動 き

量 お よ び 秒 ク ロ ノ グ ラ フ 車 の 動 き量 (ガ タ )で

見 ま す 。 (図 -24)

1.秒 ハ ー トカ ム の ス キ マ 量 は 0に し ま す 。

イ夏金トレバ ーーをオ甲し た ,大 覚書の ま ま 、 つ ま r,

ハ ー トカ ム と復 針 レバ ー が接 して い る状

態 で 、 秒 ク ロ ノ グ ラ フ 車 を軽 く左 右 に動

か し た と き ガ タ が な い こ と。

2_分 ハ ー トカ ム の ス キ マ 量 は 分 ク ロ ノ グ ラ

フ 中 間 車 を左 右 に 回 転 させ て 点 検 し ま す 。

(表 -1)

A復 針 レバ ー を押 し続 け た ま ま の状 態 で分

ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 の 歯 が 分 送 ツ メ の 山

を越 え な い こ と。

B同 じ 方法 で分 ク ロ ノ グ ラ フ車 の 歯 が 分 躍

制 レバ ー の 山 を越 え な い こ と。

調 整 方 法

秒 ハ ー トヵ ム の ガ タ が あ る場 合

復 針 レバ ー の 分 ハ ー トカ ム の 規 正 面 をす りま
~す

。

分 ノヽ ― トカ ′、の ガ タ が 大 きす ぎ る場 合 (山 を

越 え て し ま う1場 合 )

復 針 レバ ー の 秒 ハ ー トカム の 規 正 面 をす ります 。

(注 )復針 レバ ー を す る場 合 は 規 正 面 に 平 行 に

極 く住 か す り鏡 画 に研 磨 して くだ さ い。

(図 -25)

分 ク ロ ノ グ ラ フ 中 間 車 (A) 分 クロノグラフ車 (B)

フ

リ

ー

の

状

態

洲
聡

ρ庁

゛
右

回

転

さ

せ

た

場

合

× ○ ×

左

回

転

さ

せ

た

場

合

○ ○ ×

処

置
復 針 Iン バ ~~`わ 秒

規 正 面 を す る 。

復針 レバ ーの秒

規正面 をす る。

表 -1

(Eコ ーー24)

まう 原買 ヽヽ

こ の ベ ー ジ は さ き に お 届 け し た 6139Aの 技 術 解 説 書 10頁 の 表 -1に 一 部 色 分 け の 訂 Iが あ り ま し た の で 、 こ の 表

の よ う に 言丁正 して くだ さ い。
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